
ミャンマー地震
発災から１カ⽉間のICRC活動報告

３⽉28⽇にミャンマー中部で発⽣した地震。特にマンダレー、サガイン、ネピドー、バゴ
ー、南シャン州で被害が深刻です。
ASEAN防災⼈道⽀援調整（AHA）センターによると、3,800⼈が命を落とし、5,100⼈が負
傷、114⼈が⾏⽅不明となっています。病院や電柱、灌漑システムなどの重要なインフラ
設備が被害を受けました。余震が続くなか、倒壊の危険がある⾃宅での寝泊まりを避け、
住⺠は路上の仮設シェルターや、宗教・教育施設での⽣活を余儀なくされています。

多くの⼈が愛する⾝内や⼤切な財産を失い、悲しみとトラウマが⼈びとの⼼に深く刻まれ
ています。⾷料や⽔、シェルター、医療に関する緊急⽀援も必要です。被災者の中には、
ミャンマー中部での紛争によって帰る場所を失い、地震発⽣前からマンダレーに逃れて来
ていた⼈も含まれています。
被災した⼈びとの負担を少しでも軽くすべく、⾚⼗字国際委員会（ICRC）の現地代表部
は、ミャンマー⾚⼗字社（MRCS）を含む⾚⼗字運動のパートナーをはじめ、市⺠団体と
も協⼒し、緊急援助や命を救うための情報の提供に最⼤限の⼒を尽くしています。ICRC
は、ミャンマーの⼈びとがこの困難な時期を乗り越えられるよう寄り添いながら、⻑期的
な復興を⾒据えた準備も進めていきます。
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地震発⽣から１カ⽉間のICRCの活動ハイライト

清潔な⽔の確保も、早急に対応すべきニーズ
のひとつです。ICRCを含む⾚⼗字運動のパー
トナーはMRCSをサポートし、⽀援を必要と
している⼈びとに安全な飲料⽔を届けること
を最優先に活動しています。浄⽔設備や給⽔
ポイントで使⽤する発電機やポンプなどの機
材を追加で提供し、必要に応じて研修の場も
設けています。

地震発⽣時にマンダレーにいたICRCチー
ムは迅速に対応し、ヘルメットや重作業
⽤⼿袋、ロープ、ゴーグルなどの物資を
救急隊員に24時間以内に提供しました。
また、担架や遺体袋に加えて、ビニール
シートや蚊帳、浄⽔機器なども供給し、
現場での救助活動を⽀援しました。

被災者にとって、⾷料確保は緊急性の⾼い
ニーズのひとつです。そこで私たちは、コミ
ュニティー・キッチンを運営している市⺠
団体に対して、１カ⽉当たり被災者約5,000
⼈分相当のコメやひよこ⾖、油、調理器
具、炭、ポリ容器を提供しました。同時
に、紛争によって家を失い、マンダレーの
寺院で避難⽣活を送っている389⼈に⾷料配
給を実施。今回の地震が紛争を逃れた⼈び
とにさらなる追い打ちをかけています。

地震の後に町を離れる⼈びと、そして、
地雷などの武器で汚染されている可能性
のある地域で救援活動を⾏う⼈びとに
は、爆発物による危険が伴います。被害
を予防し、危険を軽減するため、ICRCは
ソーシャルメディアやMRCSのボランティ
アを通じて、潜在的なリスクの認知と安
全な⽣活の維持に⽋かせない情報を発信
しています。



数字で⾒る緊急⽀援実績
（2025年３⽉28⽇〜４⽉28⽇）

緊急援助

4,400⼈超がビニールシート、
マット、蚊帳などを含む⽣活
必需品を受け取りました。

7,300⼈超が⾷料⽀援を
受けました。

3,500⼈がコミュニティーと共
同で、もしくは個々の家庭で
使⽤する調理器具を受け取り
ました。

保健と医療⽀援

マンダレー、サガイン、
バゴーの12の病院を⽀援
しました。

被災地や遠隔地のコミュニテ
ィーにおける医療サービス拡
充のため、６つの巡回診療チ
ームに資⾦援助をおこないま
した。

救急救命キット24個と、WHO
の基準にしたがって構成され
た医薬・医療品セット(IEHK)
4個を寄贈しました。

遺体袋1,235個を提供し、
亡くなった⽅の尊厳を保った
安全な管理に役⽴てました。

シェルターとインフラ

簡易シェルターキットを、
マンダレーで240個、
シャン州で20,789個配付。
故郷を追われた⼈びとの
緊急ニーズに対応しました。

⽣活基盤復旧のため、
マンダレーとシャン州で3つの
インフラ設備を修理しました。



⽔と衛⽣
マンダレー、バゴー、シャン
州で配った塩素タブレットや
浄⽔フィルターなどにより、
23,400⼈超が安全な⽔の恩恵
を受けました。

衛⽣リスクに対処するための事
前調査を15件実施しました。

リスク啓発とより安全な⾏動（RASB）

6回のRASBセッションを実施し、爆発物の危険性と安全対策に関する意識向
上を図りました。爆発物の潜在的なリスクを認識し、武器汚染地域において
安全に⾏動してもらうよう啓発しています。

資⾦援助

マンダレーとサガインで、最も⽀援を必要としている世帯を優先して、
234⼈が資⾦援助を受けました。

MRCSの震災初期対応に、55,000スイスフラン（約950万円）を提供しました。


